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子 ど も と 楽 し む た め の ブ ッ ク ガ イ ド

どろだんご作りを楽しむ子
どもの様子が、リズミカルな
ことばと、イラストで生き生
きと描かれています。硬くて
ピカピカのどろだんごが出
来上がる過程や、子どもたち
の夢中な様子が伝わります。
絵本を見ながら、どろだんご
を作ってみましょう。

太陽の光をたっぷり浴びた
真っ赤でツヤツヤ、おいしそ
うなトマト。でも、おいしい
だけではありません。実は、
トマトには、虫から身を守る
ヒミツがあるのです。長年
「ジャポニカ学習帳」の表紙
写真で親しまれてきた、昆虫
植物写真家の山口進が贈る
写真絵本です。

　このリストは家庭や図書館、学校などで読み聞かせをする際の、絵本選びの参考にしていただくことを目的
に作成したものです。
　おおよそ３歳から６歳のお子さんと楽しむことを想定しています。お子さんがひとりでも楽しむことができる
絵本もありますが、ぜひ、声に出して一緒に楽しんでいただくことをおすすめします。
　このリストに掲載されている絵本は、どれも出版から25年以上経ていながら、今でも世代を超えて楽しむこと
のできる、よりすぐりの絵本ばかりです。すばらしい絵本はここに挙げられたものだけではありません。掲載
されている作家の他の作品や、みなさんの目にとまった他の作家の作品も、ぜひ、手に取ってみてください。
　このリストが、皆さまが絵本の世界の豊かさをさらに深く知るきっかけとなることを願っています。

八戸市立図書館
※１ 掲載されている図書はすべて2025年12月現在、書店での入手が可能
※２ 青森県教育委員会発行『絵本でゆたかな親子の時間（第７版）』に掲載されている絵本とは重複していません。

たなか よしゆき／ぶん　のさか ゆうさく／え
福音館書店（1989年）

山口 進／文・写真　福音館書店（1994年）

足が遅くて、いつもぶたにばかにされているおおかみ。そんなおおかみの夢は、お腹いっ
ぱいぶたを食べること。ある日、きつね博士から「ぶたのたね」をもらったおおかみは、
早速植えてみることに。すると……。シュールでポップな絵本の名手、佐々木マキの
代表作です。

佐々木 マキ／作　絵本館（1989年）

虫歯がいたくて歯医者に来たわにさん。患者がわにでおどろく歯医者さん。思わず
出たことばは……。はてさて治療はいかに。『きんぎょがにげた』で有名な五味太郎が
描く、同じことばなのに、それぞれの立場でことばの意味が変わるところがおもしろ
い絵本です。

五味 太郎／作　偕成社（1984年）

『11ぴきのねこ』でおなじみの三戸町出身・馬場のぼるのしりとり絵本です。ユーモラ
スな作風の人気漫画家としての顔も持つ馬場のぼる。テンポ良く次から次へとつなが
ることばと、ほのぼのとあたたかいイラストも魅力です。
馬場のぼるのしりとり絵本では、『ぶたたぬききつねねこ』もあります。

馬場 のぼる／作　こぐま社（1990年）

※（　）内は初版出版年＊QRコードを読み取ると、図書館ホームページの本の情報にアクセスできます。
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　　　　　　八戸駅ビル（うみねこプラザ1）1階
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〒031-0111 八戸市南郷大字市野沢字中市野沢39-1
［TEL］0178-60-8100

『ぶたのたね』シリーズ 全４冊
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おはなし会のお知らせ

　各図書館では、絵本の読み聞かせや紙芝居など
のおはなし会を定期的に行っております。詳しい
日時等は、図書館ホームページをご覧ください。



ゆうじがキツネと交換した
「そらいろのたね」。そのたね
を植えるとなんと小さな家
が生えてきました。家はど
んどん大きくなり、子ども
も動物もたくさん集まって
きます。その中には、あの
おなじみの２匹も……。『ぐ
りとぐら』の作者コンビによ
る、２作目の絵本です。

主人公のばばばあちゃんは、
少し気が短いけれど、パワフ
ルで人情味あふれるおばあ
ちゃんです。毎日降り続く雨
に飽き飽きしたばばばあちゃ
んは、驚きの方法で、雨をや
ませることに成功しました。
その奇想天外な方法とは？　

やまんばのむすめのまゆは、雑木林で
鬼とでくわします。鬼は、実はまゆを
食べたくてしかたないのですが……。
見た目のかわいらしさからは想像が
つかないほどの怪力なまゆと、おそろ
しげに見えて実は情けない鬼とのやり
取りが見どころです。

鬼につかまったばあさんは、鬼のため
に毎日だご（団子）を作らされてい
ました。じいさんの所に帰りたいと
思うばあさんを、誰が、どうやって
助けたのでしょうか？　梶山俊夫の
ダイナミックな鬼の絵と、方言による
語りが味わい深い日本の昔話です。

おどりが大好きなトラがいました。
おどりの腕をみがき不思議な力を持つ
ようになったトラですが、おどり好き
が災いして大失敗。でも、おどりは
やめられない。迫力ある絵と、トラ
のユーモラスな表情が楽しい韓国の
昔話です。

中川 李枝子／さく　大村 百合子／え　福音館書店（1964年）

さとう わきこ／作・絵　福音館書店（1984年）

雪の降る日、お腹をすかせた
うさぎはカブをふたつも見つ
けました。ひとつは食べて、
もうひとつは留守のろばの家
へ置いてきます。うさぎが友
だちに届けたカブのゆくえ
は？　絵を担当した村山知義
は、舞台演出家・美術家とし
ても活躍しました。筆遣い、
色使いが印象的です。

方 軼羣／作   君島 久子／訳   村山 知義／画   福音館書店（1965年）

森に住む14ひきのねずみの家族が
高い木に登っています。お月見台を
作るのです。あたりはだんだん暗く
なり……。ねずみの目の高さに視点
を置くため「地面にはいつくばって、
野の草花をながめるようになった」
という作者が描く日本の山の秋です。

いわむら かずお／さく　童心社（1988年）

音の響きとリズムが心地良く、唱え
ことばのように何度でも口ずさみたく
なる谷川俊太郎の詩が15編収録され
ています。瀬川康男の独特のタッチの
挿絵が目を引きます。ぜひ声に出して
読んで、日本語のおもしろさを味わっ
てみてください。

谷川 俊太郎／詩　瀬川 康男／絵　福音館書店（1973年）

表紙から裏表紙まで全ページに同じ
構図で地平線が描かれています。こ
とばは「でました。」だけ。さて、何が
出てくるのかはページを開いてみて
のお楽しみ。多くの絵本作家に影響
を与えた、ナンセンス絵本の原点と
も言える作品です。２度の絶版を経
て2025年に復刊されました。

長 新太／作　絵本塾出版（1978年）

音楽が好きなユックリと踊りが好き
なジョジョニが出会った１日のでき
ごとを、色彩の変化で表現した明るく
色鮮やかな絵本。現在は、絵本作家
として多数の作品を生み出している
荒井良二が、34歳の時に手がけた初
めての絵本、いわば出発点です。

荒井 良二／作　ほるぷ出版（1991年）

学校は学校でも、生徒は大人ばかり
のどろぼう養成学校。宿題はもち
ろん、どろぼうをしてくることですが、
生徒たちは失敗ばかり。主人公の
くまさか校長先生の出で立ちや場面
の展開は、まるで歌舞伎の舞台を見て
いるようです。

かこ さとし／作・絵　偕成社(1973年)

大晦日、十二支の動物たちが力を合わ
せてお節料理を作ります。ねずみは
正月飾り、さるは料理、イノシシは後
片付け。豪華なお節ができました。み
んなそろって新年を祝います。あなた
の干支は何の係？　カラフルな版画
で描かれた楽しいお正月の絵本です。
シリーズに『十二支のお雑煮』があり
ます。

川端 誠／作　BL出版（1999年）

姉弟の雨の日の冒険を、絵だけ
で表現した絵本です。自然描写
の美しさと、雨の日にずぶ濡れ
になって遊ぶ楽しさが詰まって
います。読み手と聞き手が自由
にお話を作り合えることも魅力
です。この絵本を読むと、雨の日
が楽しみになるかもしれません。

ピーター・スピアー／〔作〕　評論社（1984年）

ある日、男の子はお母さんか
らおつかいをたのまれます。
たまごにケーキに梨、それから
ベーコン。忘れないように買
うものを唱えながら歩き始め
ますが……。果たして男の子
はたのまれたものを無事に
買って帰れるのでしょうか。
ひとひねり効いたストーリー
で有名な作家の代表作です。

パット＝ハッチンス／作・絵　渡辺 茂男／訳　偕成社（1977年）

ちょっと変わった野ねずみのフレデ
リック。みんなが、冬の準備で忙しい
中、フレデリックだけがひとりじっと
しています。どうしてでしょう？　
さまざまな紙を使うコラージュ（切り
貼り）の手法で作られたレオ・レオニ
の作品です。
代表作『スイミー』は小学校の国語の
教科書に掲載。

レオ＝レオニ／作　谷川 俊太郎／訳　好学社（1969年）

この絵本は、左ページに子ども
にとっての現実が、右ページに
子どもにとっての本当の世界
が展開されるという画期的な
表現方法で描かれています。
作者のジョン・バーニンガムは、
イギリス出身の絵本作家で海
外の児童文学賞を多数受賞し
ています。

ジョン・バーニンガム／作   辺見 まさなお／訳   ほるぷ出版（1978年）

富安 陽子／文　降矢 なな／絵　福音館書店（1999年） 石黒 渼子・梶山 俊夫／再話   梶山 俊夫／絵   福音館書店（1993年） 金森 襄作／再話　鄭 琡香／絵　福音館書店（1987年）

※（　）内は初版出版年

『ばばばあちゃんのおはなし』シリーズ 全19冊

『やまんばのむすめ まゆのおはなし』
シリーズ全７冊

『14ひき』シリーズ 全12冊

『どろぼうがっこう』シリーズ 全３冊

『ことばあそびうた』シリーズ 全２冊


